
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[04_06]九州大学大型計算機センター広報表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/1467992

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 4 (6), 1971-12-03. 九州大学大型計算機センター
バージョン：
権利関係：



カー ドの作 表 、複 製 プ ロ グラム お よび制 御 文 につ いて

カー ドの作 表 、複製 につ いては 、す でに専 用ファイル を利用 した り、FORTRANで プ ログラム を作

成 して実 行 してい る方 々 もお られ る よ うです が、今 回 の クロー ズ ドパ ンチ室 にお け るカー ドの作 表、

複 製業務 の 中止 に伴 い、効率 の よい作 表 、複製 の プ ロ グラム を作成 し、 これ を利用 す るジョブ 制御 マ

クロを登 録 い た しま した。 この プ ロ グラム は、入 出力 だけ を取 扱 うため、CPU時間 は わず か しか使 用

しませ ん し、 プ ログラム の大 きさが非 常 に小 さ い(1KW程 度)の で、 多重 処理 、 多重 プ ログ ラ ミング

(主記憶 上 に二 つ以上 のプログラム が入 つて並行 して実行 され る)を 行 なって いる場 合 には、一般 の

プロ グラム のす き間 に入 って あ き時間 を利用 して実行 され るので 、 システム の処理能 力 にはほ とん ど

影響 を与 えませ ん。 した がっ て現 在 の負担 金算 出の一 つ の原則(他 に迷惑 をかけ る度 合 に応 じて 負担

金 を計算 す る〉 か ら負掻金 はわ ずか(10o枚 の カー ドの リステ ィン グでヱ0円程度)し か、 かか1)ま せ

ん。 今 まで ク ロー ズ ドパ ンチ室 の業務 と して無料 でで きて いた もの が、 負担 金 を取 られ るこ とにな る

わけ ですが 、セ ン ター全体 の効率 よい運用 を考 え ての こ とです の でご了承 くだ さい。

※ カー ドの作表 、複 製用 マ ク ロ

$CARDCOPY

カー ドの作表 、複 製 プ ログ ラム の呼び出 し。$QJOBの 次 に入れ る。

$SYSPCH

複 製 があ る時 に入れ る。$JENDの 直前。

※ カー ドの作表 、複 製用制 御文

////一m,n

m:0又 は正整 数。ijス トの部 数。

n:0又 は正整数 。複 製 す るカー ドの部数 。

この籟 舞文 の次 の カー ドか ら次 の制 御文 又 は$X又 は$JENDま での問 の カー ドの}1ス トお よ び複

製 をそれ ぞれm,n部 ずつ作成 する。 リス トは この制御 文 が出 て きた時 にペ ー ジの先頭 にセ ッ トされ

る。 この機能 を粥 いて一 つの デ ッ クの リス トを適 当 な所 でペ ー ジ替 を しなが ら作成 す るこ とが で きる。

なお、作表 お よび複製 す るデ ックの中 に は、一 般 の御御 カー ド($カ ー ド)は 入つ て いて もよい が、

$・ 、$JEND、 お よび$NOと 頭4文 字 が////一 の カー ドが入 って はい けな い。

※ デ ックの構 成例

$NO

$QJOB

$CARDCOPY

////一2,oり ス ト2部

画
////一1,0ペ ー ジ 替 して リ ス ト1部

亜
////一1,0ペ ー ジ替 して リス ト1部

テ ッ ク3

////一1,2複 製 カ ー ド2部 、 そ の リ ス ト1部'

テ ッ ク4

$x,$JEND,$NO

が あ つ て は な ら な い。

$x区 切 り(次 が$JENDの 場 合 は無 くて もよい)

$SYSPCH複 製 が あ るのでバ ンチ指 定 をす る。

$JENTD


